
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成３０年１２月発行 

ひょうご家庭応援県民運動とは 

県民一人ひとりが家族・家庭の大切さを考え、きずなを深めるとともに、地域で家庭を支える多

様な取り組みを推進するため、兵庫県内の地域団体・NPO や企業、各種団体からなる「ひょうご家

庭応援ネットワーク会議」が様々な取り組みを展開しています。 

 
                
        

～家族のきずなを深め、地域で「家庭」を支える県民ぐるみの運動～ 
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「ひょうご家庭応援県民大会」の開催 

県民一人ひとりが家族・家庭の大切さを見直すきっかけとして 11 月 10 日（土）兵庫県公館
において「ひょうご家庭応援県民大会」を開催しました。 

主催者あいさつ 

井戸知事が、「月に１回は家族で同じ行動
をするという日を決めて是非実行していた
だきたい」と呼びかけました。 

第 11 回「家族の日」写真コンクール 

「家族の思い出」をテーマに募集した、第 11 回
「家族の日」写真コンクールの表彰式を行い、上
位５賞の受賞者に賞状・副賞が贈呈されました。
また、表彰式の後、入賞 15 作品をスライドにて紹
介し、仲の良い家族の雰囲気が伝わってくる写真
に場内からは温かい拍手が送られました。 

来賓あいさつ 

 小西副議長が「少子高齢化を迎えるにあたり、
昔からの経験を次世代に継承し、百人力の子ども
を育てることがこれからの地域づくりには大事
になるのではないか」と話されました。 

事例発表 

尼崎市連合婦人会の永宗副会長が「地域で見守

る子どもの成長」をテーマに事例発表を行い、 

地域で実施しているさまざまな見守り活動や、 

図書館や子ども食堂な 

ど、地域の子どもたち 

のために開設した子ど 

もの居場所について発 

表されました。 

 

講演 

ラジオ・パーソナリティーの谷五郎氏が「家

族のカタチ」をテーマに講演を行い、自身の

エピソードを交えながら「家族とはなにか」、

「男と女の違いか 

ら考える夫婦円満 

の秘訣」など、家 

族にまつわるさま 

ざまなお話をして 

いただきました。   

 

  


